
『食と農・地域』を中心とした本校のＥＳＤ推進の取組について            
留寿都村立留寿都小学校 校長 加藤 邦彦                                    ＥＳＤ担当 金森 豪人 

１．本校のＥＳＤの特徴  本校のＥＳＤはテーマを、『国際交流』『自然・環境・福祉』『食と農・地域』とし、全校で取り組んで
いる。これらは、１・２年生は生活科で、３年生以上では総合的な学習の時間（名称・ユネスコタイム）

で学年ごとにテーマを決め、取り組んできている。 
ついては、本校で一番力を入れているテーマが『食と農・地域』である。ＪＡようてい青年部の協力を

得て、種まき・苗植えから世話、収穫までを行っている。さらに、地域の婦人部であるぽてとの会の協力

で調理を行い、留寿都の大地の恵みを味わうことができた。また、その取り組みを発展させ、地産地消に

ついて考えたり、６年生は、留寿都村をさらによりよくするための方策を村長へ直接提言するなどの活

動を行っている。 
さらに、ユネスコスクールに指定されている福岡県大牟田市立玉川小学校と、学年の取組や収穫物など

のやりとり（○例留：ジャガイモ⇔玉：みかん）等の交流を行っている。  
２．活動全体計画 ※次頁表を参照  
３．活動事例 
１年生・きなこづくり   ２年生・サツマイモ調理 ３年・でんぷんづくり       
４年生・車いす体験      ５年生・ベントーボックスプロジェクト ６年生・ビートから砂糖づくり        
４．成果と課題  ○栽培→調理の取組を発展させ、地域のために何ができるか、どう生かすかを考える意識が育ちつつ
ある。  ●地域の協力を仰ぎつつも、今後は児童自身でできることを少しずつ増やし、主体的な取組にする必
要がある。 

留小縁日 
（地域への発表会） 



留 寿 都 小 学 校 の 総 合 （ 名 称 ： ユ ネ ス コ タ イ ム ）・ 単 元 と テ ー マ 一 覧 （ 平 成 ３ ０ 年 度 ）
分 Ｅ Ｓ Ｄ 学 校 課 題

野 国 際 理 解 環 境 ・ 自 然 ・ 福 祉 食 と 農 ・ 地 域 学 校 課 題 合 計

留 学 生 と の 交 流 ～ 留 寿 都 と 大 牟 田 の 違 い は ？ ～ ～ め ざ せ ！ ジ ャ ガ イ モ 博 士 ～ ７ ０

（ ５ ） ・ 採 れ る 農 作 物 の 違 い か ら 、 環 境 ・ 気 候 な ど ・ ジ ャ ガ イ モ の 栽 培 、 農 家 の 人 か ら の 聞 き 取 り を

３ ～ ど ん な 人 か な ？ の 違 い に つ い て も 考 え る 。 通 し て 、 じ ゃ が い も の こ と を く わ し く 知 る 。

ど ん な 国 か な ？ ☆ 大 牟 田 玉 川 小 と の 交 流 を 通 し て ・ 品 種 に よ る 味 等 の 違 い を 調 べ 、 料 理 の メ ニ ュ ー

た く さ ん 知 ろ う ～ ※ Ｊ Ａ よ う て い 、 村 役 場 と の 連 携 や 作 り 方 に 生 か す 。

・ 会 う 前 に 留 学 (１ ５ ) ～ 留 寿 都 の 野 菜 を 知 ろ う ～

生 の 出 身 地 に つ ・ 留 寿 都 村 の 野 菜 マ ッ プ を 作 っ て 、 留 寿 都 村 の 特

年 い て 調 べ る 。 産 品 に 関 心 を も ち 、 留 寿 都 の 農 業 に つ い て 知 ろ

・ 留 学 生 の こ と う と す る 。

を た く さ ん 知 ろ ☆ 九 州 と の 交 流 へ の 足 が か り に す る 。 （ ５ ０ ）

積 極 的 に 話 し か め ざ せ ！ み ん な い き い き 留 寿 都 村 Ⅰ ル ス ツ 自 慢 ！ ル ス ツ 大 根 ７ ０

け て み る 。 ～ 知 り た い な ！ 留 寿 都 村 の こ と ～ ～ ル ス ツ 大 根 の 秘 密 を 探 ろ う ～

４ ・ 一 緒 に で き る ・ 誰 も が 住 み よ い 村 に つ い て 考 え 、 留 寿 都 村 ・ 留 寿 都 村 が 生 産 量 全 道 一 の 大 根 に つ い て 調 べ よ

こ と を 考 え 、 学 は ど ん な 工 夫 を し て い る の か 調 べ る 。（ 人 に う 。

習 し た り 、 遊 ん 関 わ る 学 習 を 中 心 に ） ・ ル ス ツ 大 根 の 生 産 量 が 全 道 一 の 理 由 や 苦 労 、 お

だ り す る 。 ※ 国 語 科 『 だ れ も が か か わ り あ え る よ う に 』 い し さ の 秘 密 な ど を ま と め 、 発 信 し よ う 。

年 ・ 留 学 生 に つ い と の 関 連 ※ 留 寿 都 高 校 、 村 役 場 と の 連 携 ・ 大 根 を 加 工 し て み よ う 。

て 、 そ の 出 身 地 （ ２ ０ ） ☆ 玉 川 小 と の 交 流 ※ 食 育 学 習 と の 関 連 （ ４ ５ ）

に つ い て な ど 交 め ざ せ ！ み ん な い き い き 留 寿 都 村 Ⅱ わ た し た ち の 留 寿 都 じ ま ん く ろ ま つ な が り ・ る す つ な が り ７ ０

流 し た こ と を も ～ も っ と 留 寿 都 を 好 き に な ろ う ！ ～ ・ 弁 当 交 流 （ ベ ン ト ー ボ ッ ク ス プ ロ ジ ェ ク ト ） を 他 町 村 の こ と を 知 り 、 留 寿

５ と に 、 分 か っ た 住 み よ い 町 づ く り の た め に 村 は ど ん な こ と を 考 え 通 し て 、 留 寿 都 を Ｐ Ｒ す る 。 都 と 比 べ た り 、 つ な が り に

こ と を ま と め る 。 て い る の か 調 べ る 。（ 施 設 に 関 わ る 学 習 を 中 心 に ） ・ 留 寿 都 （ 北 海 道 ） の 特 産 品 を 育 て 、 お 弁 当 づ く 気 付 い た り す る 。 人 ・ 山 ・

町 作 り に 関 わ り た い な 。 で き る こ と は な い だ ろ う り に 活 用 す る 。 川 ・ 海 が つ な が っ て る っ て 、

か 。 議 会 を 見 学 し て み よ う 。 ☆ 玉 川 小 外 国 と の 交 流 ※ 食 育 学 習 と の 関 連 本 当 ？ ！ 確 か め て 、 つ な が

年 ※ 村 役 場 と の 連 携 （ ２ ５ ） （ ３ ０ ） り を ま と め よ う 。

※ 宿 泊 学 習 と の 関 連

※ 理 科 ・ 社 会 科 と の 関 連

（ １ ０ ）

明 日 に 向 か っ て ビ ー ト 調 査 隊 函 館 を 伝 え よ う ７ ０

６ ～ 留 寿 都 村 の 未 来 を イ メ ー ジ し よ う ～ ～ ビ ー ト っ て 、 ど ん な 野 菜 ？ ～ 歴 史 と 文 化 の 街 「 函 館 」 と

こ れ ま で の 学 習 を も と に 、 地 域 の 一 員 と し て ビ ー ト を 育 て て 、砂 糖 を 作 ろ う 。ビ ー ト を 使 っ て 、 留 寿 都 を 比 べ て 、 違 い や そ

村 の 将 来 像 を イ メ ー ジ し 、 学 ん だ こ と ・ 考 え 他 に も 何 か 作 ら れ な い か な ？ れ ぞ れ の よ さ に 気 付 く 。

た こ と な ど を 効 果 的 に 発 表 ・ 提 言 す る 。ま た 、☆ 玉 川 小 と の 交 流 ※ 修 学 旅 行 と の 関 連

年 こ れ か ら の 自 分 の 生 き 方 に つ い て 考 え 、 将 来 ※ 食 育 学 習 と の 関 連

の 夢 を 描 く 。 ☆ ４ 年 間 の ま と め に な る よ う に （ ２ ５ ）

す る 。 （ ３ ０ ） （ １ ０ ）

※取組をファイリングして（ユネスコファイル）、学習したことの足跡が目に見えるようにまとめ、蓄積していく。

◎本校の総合的な学習の時間で身につけさせたい力

自ら進んで対象にかかわることができたか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（かかわる力）
課題を見つけ工夫しながら最後まで粘り強く課題解決に取り組むことができたか・・（追究力）
情報を収集し、分析することができたか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（資料活用力）
相手や目的に応じて、表現力豊かに伝え合うことができたか・・・・・・・・・・・（伝え合う力）
自己の生き方を見つめ直すことができたか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（実践力）


